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「興福寺十大弟子像及び八部衆・額安寺移入説」９期生 佃 敏晴氏

■興福寺阿修羅像は額安寺から？

興福寺には実は 2 組の八部衆と十大弟子が一時あった。一組は興福寺固有
のセット、もう一つは額安寺（額田部寺）から移転したものであった。12
世紀初頭に大江親通が嘉承年間に興福寺・西金堂を訪問した際に、
この 2 組の仏像にふれている。その後、後者はもとの額安寺に返却され
る。さらに、治承年間に興福寺が炎上（平重衡の南都焼き討ち）。前者は
この時に灰塵に帰して、後者が再度、移管されたとの説がある。否、脱乾
漆像で軽量なことから、難を逃れ再度、西金堂に収まったとの説もある。
佃氏による歴史ミステリーの謎解きが始まりました。R3．2.22

興福寺曼陀羅絵図の阿修羅は炎髪興福寺西金堂創建時のものか？ ほぼ総ての仏像が灰塵に化した

興福寺国宝館には、
十大弟子及び八部衆像及び山田寺
薬師三尊の本尊であった仏頭が安
置（展示）されている。興福寺伝には額安寺古像と伝わる 八部衆像は大安寺出身かも？

（参考）興福寺への仏像移入

①桜井・山田寺の薬師三尊像
興福寺国宝館に金銅仏頭（本尊）
東金堂に脇侍（日光・月光菩薩）
安置されている。
九条兼実の日記『玉葉』に、「東金
堂衆が山田寺の薬師三尊像を奪取し
東金堂の本尊とした」旨の記述。

➁奈良・大安寺の四天王像
興福寺北円堂に四天王像を安置
「四天王像はもと奈良の大安寺に伝
承し、延歴 10（791）年に制作され
た」旨の墨書が増長天と多聞天の台
座の框裏にあり。

③額安寺の虚空蔵菩薩半跏像

十大弟子・八部衆像は奈良時代の
仏像であるが、額安寺には同代の
虚空蔵菩薩半跏像を所蔵していた。

■次回の予定
3月 22 日（月）ガイド研修
ちょっと昔の城下町「鍛冶町」
講師：山川 均氏
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